
                              
    2022年度 第5回理事会議事録 

 

2022年8月18日（木）19時30分、WEB上にて理事会を開催した。 

定刻に、理事 伊藤伸が議長席につき、本会は有効に成立した旨を告げて議案の審議に入った。 

 

理事総数      27名 

本日の出席理事数  24名 

監事総数             2名 

本日の出席監事数   1名 

 

■出席役員：会長）宇田英幸、副会長）伊藤伸、茂木有希子 理事）赤間公一、石川麻子、犬塚功一、大橋幸子、岡

部拓大、押野修司、北村ミチル、小池祐士、阪井之哉,  鈴木香織、鈴木真弓、高橋啓吾、髙橋暢介、

田坂翔太、野村健太、原裕如、平田樹伸、逸見康子、丸達也、安永雅美、吉田朋子 

             監事）川俣実 
■委任役員：神山真美、鈴木康子 監事）土屋美樹 
■欠席役員：渡部慶和  
■他出席 ：北部ブロック長）分須 暢  法人管理部）駒崎かんな 
■他欠席 ：後藤昂                        敬称略 
 

■議 題： 

Ⅰ．審議・検討事項【発案者：敬称略】 

第１号議案 第4回理事会議事録について【法人管理部：安永】（資料1） 

議事録の内容を確認し、満場一致で可決された。 

 
第２号議案 埼玉県立大学大学院への要望書のお願い【その他：小池】（資料2） 

要望書について内容を確認し、満場一致で可決された。公文書扱いとなるため、事務部に公文書番号発行の依頼

をする。 

 
第３号議案 広報部サポーター（学生）謝金規程について【広報部：伊藤】（資料3） 

広報部サポーターの謝金規定を作成した。広報誌一号あたり 1000円の謝礼（クオカードでの支払い）としたい。 

謝礼規程の文言を一部修正し、満場一致で可決された。 

 

第４号議案 小児を専門としている作業療法士のための研修会について【子ども支援委員会：田坂】 

2022年10月１・2日に埼玉県発達障害総合支援センターにて、小児を専門としている作業療法士のための研修会を

埼玉県と共催で開催準備している。参加形態 A（お子さんとのセッション、グループディスカッションを２日間対面

実施）、参加形態 B（セッションの聴講、グループディスカッションを10月1日のみ実施）の二つの参加形態があり、

参加形態ごとの参加費について審議した。参加形態Aは会員のみの参加とし、参加形態 Bは会員および埼玉県内在住

在勤とする。参加費は会員無料、非会員は規定通りの金額とする。上記内容に対して満場一致で可決された。 

 

Ⅱ．報告・確認事項 

  １．各部局活動報告 



１）事務局長：大橋事務局長より報告事項なし。 

２）法人管理部：安永部長より報告事項なし。 

３）総務部：丸理事より以下の報告があった。 

臨時定期便を配信する予定。明日までを締め切りとする。 

会員へのニーズ調査アンケートを検討し、今後理事BANDで意見を伺う予定としている。 

４）財務部：北村財務部長より以下の報告があった。 

  補正予算が必要な部署は、連絡いただきたい。予算の計画に沿った執行をお願いする。 

５）学術部・編集委員会：押野理事より以下の報告があった。 

7月28日18：00～19：00にて学術部会を zoom開催した。学術部員1名入部。事務局に委嘱状発行手続き依

頼済み。 

11月25日19：00～20：45第 1回学術部研修会 テーマ「認知作業療法の理論と実践～作業療法カウンセリ

ングを中心に～」講師：大嶋伸雄先生（東京都立大学）内諾済み。 

６）学会支援委員会：小池理事より以下の報告があった。 

   第 31回埼玉県作業療法学会 オンデマンド配信中（〜8月31日） 

７）教育部：鈴木香織理事より以下の報告があった。 

研修会を開催したら、参加者名簿を送付いただきたい。送付先：shougaikyouiku.saitama.ot@gmail.com 

８）生涯教育委員会：鈴木香織理事より以下の報告があった。 

現職者共通研修会の申し込みを開始している。 

9月14日 現職者共通研修「作業療法生涯教育概論」 

10月 5日 現職者共通研修「職業倫理」 

10月12日 現職者共通研修「作業療法における協業・後輩育成」 

10月26日 現職者共通研修「作業療法の可能性」   

11月14日 現職者共通研修「日本と世界の作業療法の動向」。 

９）養成教育委員会：岡部理事より以下の報告があった。 

  8月27日・28日 第 2回臨床実習指導者講習会開催予定。 

第 3回臨床実習指導者講習会（11月）の一般枠の募集を8月15日に開始。当日19時には上限を超える応募

有り。 

臨床実習指導者講習会のコアメンバーで非会員に対しての受講料を検討。現時点で、来年度より埼玉は9000

円の受講料で検討する予定。 

10）職能開発事業部：鈴木真弓理事より以下の報告があった。 

   8 月 4 日に養成教育委員会、事務局長、副会長との合同会議に参加した。テーマは来年度の非会員の      

講習会費について。 

11）広報部：伊藤理事より以下の報告があった。 

彩り夏号発行、夏キャン向けとして冊子印刷して、各養成校に100部ずつ配布した。 

養成校学生に向けた OT協会および県士会の案内パンフレット製作を開始した。原案を理事会BANDに掲載す

るので、理事の方々からのご意見をいただきたい。12月発行を目標とする。 

彩り秋号にむけた情報収集（アンケート）を開始した。 

HPトップページに会員数を掲載した。 

HPトップページにリハマップのバナーを掲載した。 

広報部会、SNSチーム作業部会、彩り編集部会、電子定期便部会開催。 

養成校学生向けパンフレットの原案資料をBANDに掲載予定。 



12）地域リハ推進部：平田理事より報告事項なし。 

13）地域包括ケア推進部：野村理事より以下の報告があった。 

研修の企画・準備を進めている。 

部員がケア会議の見学をしている。 

8月3日 関東ブロック会議に平田理事と野村理事が参加。 

14）認知症地域支援推進部：吉田理事より以下の報告があった。 

8月2日 認知症基礎研修開催 受講者24名であった。 

9月 6日 認知症基礎研修～しゃべくりOT～開催予定。 

地域支援に関しては感染状況拡大のため、可能な会員が対応している。 

15）災害対策部：阪井理事より以下の報告があった。 

  7月30日 第 14回埼玉県災害リハビリテーション研修会 basic参加者3名(PT 1名 OT2名) 

厚生労働省より 7/22 付けで各都道府県知事あてに「大規模災害時の保健医療福祉活動に係わる体制の整備

について」通達があった。 

16）制度対策部：石川理事より報告事項なし。 

17）各ブロック  

・東部：小池理事欠席であるがBANDにて以下の報告があった。 

2022年度 第 15回リモートで語らNight！（当事者講師）終了。49名参加。 

オープンキャンパスの協力を行った。 

  ・西部：逸見理事より以下の報告があった。 

7月16日、8月 6日文京学院大学のオープンキャンパスにて模擬授業実施した。 

7月24日 東京家政大学のオープンキャンパスにて模擬授業の中で制作したＯＴ紹介ビデオを流した。 

8月9日と16日に、8月26日実施のオンライン相談会の打ち合わせ会議(リハーサル含め)を実施した。 

・南部：犬塚理事より以下の報告があった。 

12 月 20 日 「語ら night 動画から学ぶ現場の OTの臨床推論研修会」の研修会開催に向けて準備を開始し

た。 

7月17日・7月18日 上尾中央医療専門学校のオープンキャンパスのオンライン説明会を行った。 

  ・北部：分須氏より以下の報告があった。 

7月24日 オープンキャンパス実施。 

7月27日 夏キャンオンライン相談会開催。 

18）訪問リハビリテーション振興委員会：高橋暢介理事より以下の報告があった。 

10月30日 第11回埼玉県リハビリ三団体主催訪問リハビリテーション実務者研修会BASICコース※8月29

日より募集を開始。 

第 2回会議は8月下旬に開催予定。 

19）生活行為向上マネジメント推進委員会：高橋啓吾理事より以下の報告があった。 

8月7日 MTDLP基礎研修会を実施し、32名参加された。 

9月30日 書き方研修会開催予定。 

20）子ども支援委員会：田坂理事より以下の報告があった。 

  10月研修を準備中。 

21）福祉機器委員会：鈴木康子理事欠席のため報告事項なし。 

22）高次脳機能障害地域支援推進委員会：渡部理事欠席のため報告事項なし。 

23）運転再開支援委員会：赤間理事より以下の報告があった。 



日本安全運転医療研究会が学会化し、日本安全運転医療学会となった。周知のため県士会 Facebook を利用

できるか検討する。 

24）こころとくらしの地域支援推進委員会：原理事より以下の報告があった。 

8月 6日 ここくらOT室を開催した。参加者23名（当事者2名、学生 1名、企業 1名） 

25）第 31回埼玉県作業療法学会：神山理事欠席のため報告事項なし。 

26）埼玉県ﾘﾊﾋﾞﾘ専門職協会：渡部理事席のため報告事項なし。 

 

 

２．監事より 

１）川俣監事より 

 実習指導者講習会が進んでいるが、指導者の対応の差がある。双方の意見を聞きながら対応していきたい。 

 

３．会長・副会長より 

  1）宇田会長より 

   本日、寄居のお城deカフェに半年ぶりに参加。短時間の集まりではあるがやはり有意義であった。地域共生社

会の実現に資する貴重な資源なので、会員の参加を広げつつ継続したい。作業療法士が地域で様々な活動をし

ている実績が欲しい。 

ここくら委員会はＭＴＤＬＰとのコラボを昨年度から開始したが、今年度はＭＴＤＬＰと地域包括ケア推進部

とのコラボを実施する予定。部局横断的な企画を推進したい。 

語ら nightが東部ブロック以外にも広がるのは嬉しい。 

9月10日 47委員会はオンラインになった。 

9月19日 アルツハイマーデーにてこれでいいのだバンド出演。 

10月 5日～10月7日 国際福祉機器展では、（株）さくらほりきりのブースに、ここくら委員として協力。 

10月16日 三芳町の認知症講演会にてシンポジウムの司会とこれでいいのだバンド演奏で協力。 

2）茂木副会長 

 新型コロナウイルスが蔓延している。皆さんお気を付けください。 

3）伊藤副会長 

  9月10日 47委員会がオンラインで行われる。協会や他県士会の動きが分かると勉強になるため理事は１度

参加いただきたい。 

 

 

Ⅲ．その他 

次回理事会：2022年  9月8日（木） オンライン会議  

 

以上をもって議案の全部を終了したので、議長は21時00分閉会を宣した。 

 

 

2022年8月18日 

一般社団法人埼玉県作業療法士会 理事会  
 
 



 


